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関
根
達
人
著

『
あ
お
も
り
歴
史
モ
ノ
語
り
』

工
藤

清
泰

本
書
は
、
本
会
会
員
で
あ
る
関
根
達
人
さ
ん
（
弘
前
大
学
人
文
学
部
・
同
大
学
院

地
域
社
会
研
究
科
准
教
授
）
が
、
平
成
一
八
年
九
月
か
ら
同
二
○
年
三
月
ま
で
、
朝

日
新
聞
青
森
県
版
に
六
○
回
連
載
し
た
同
名
の
内
容
を
一
書
に
ま
と
め
、
秋
田
県
の

無
明
舎
出
版
か
ら
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
連
載
記
事
を
毎
週
楽
し
み
に
し
な
が
ら
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
も
う
一
度
新
聞
記
事
と
比
較
し
な
が
ら
、
特
色
を
み
る
こ
と
に
し
た
。
全
体

の
六
○
話
は
、
連
載
順
に
配
置
し
、
三
六
枚
も
の
写
真
と
改
訂
資
料
を
追
加
し
て
い

る
が
、
本
文
の
再
編
を
し
た
形
跡
は
な
い
。
一
般
的
に
、
毎
週
の
締
め
切
り
に
追
わ

れ
て
連
載
を
進
め
た
場
合
、
書
き
忘
れ
た
こ
と
を
加
筆
し
、
年
代
順
・
地
域
別
に
再

度
ま
と
め
直
す
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
を
ま
っ
た
く
し
な
い
で
、
巻
頭
に
「
本
書

の
見
所
」
だ
け
を
追
加
し
て
一
書
に
し
て
い
る
。
こ
の
ス
タ
ン
ス
は
、
著
者
の
新
聞

連
載
に
懸
け
た
意
気
込
み
を
推
し
量
る
と
と
も
に
、
一
話
一
話
の
中
が
極
め
て
完
結

性
の
高
い
物
語
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
再
編
成
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

加
筆
し
た
本
書
の
「
見
所
」
と
し
て
、
関
根
さ
ん
は
次
の
四
点
を
指
摘
す
る
。
一

縄
文
時
代
、
二

古
代
、
三

中
世
・
近
世
、
四

身
近
な
文
化
財
で
あ
る
が
、

前
者
三
点
は
時
代
別
の
見
所
で
、
四
点
目
は
著
者
が
弘
前
大
学
で
文
化
財
論
を
講
義

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
本
音
部
分
と
み
ら
れ
る
。
特
別
史
跡
と
な
り
保
存
・
保
護
の

手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
三
内
丸
山
遺
跡
と
比
較
し
た
時
、
名
も
な
い
遺
跡
や
路
傍
に

た
た
ず
む
石
碑
な
ど
も
大
切
な
文
化
財
で
あ
り
、
一
度
失
う
と
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
歴
史
的
損
失
と
な
る
と
危
惧
す
る
。
見
所
の
解
説
や
連
載
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
か
ら
み

る
と
、
記
述
の
中
心
的
時
代
は
中
世
・
近
世
で
あ
り
、
以
前
、
福
田
友
之
（
現
青
森

県
考
古
学
会
会
長
）
会
員
が
平
成
一
七
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
同
紙
に
連
載
し
た

内
容
が
、
あ
く
ま
で
も
縄
文
時
代
に
こ
だ
わ
っ
た
記
述
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

す
と
、
近
年
に
お
け
る
考
古
学
研
究
の
時
代
幅
の
広
が
り
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。

紙
幅
の
関
係
で
、
記
述
さ
れ
た
全
六
〇
話
を
す
べ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
出
来
な

い
か
わ
り
に
、
筆
者
の
興
味
を
引
い
た
話
に
触
れ
る
こ
と
で
、
書
評
の
責
を
果
た
し

た
い
。

関
根
さ
ん
は
、
考
古
学
の
本
質
を
物
質
文
化
の
研
究
と
位
置
づ
け
、
物
言
わ
ぬ
―

寡
黙
な
―
モ
ノ
か
ら
歴
史
の
モ
ノ
語
り
を
始
め
る
（
第
一
話
）
。
ま
さ
に
書
名
の
通

り
で
あ
る
。
最
初
の
八
話
ま
で
は
、
酒
・
煙
草
と
い
う
嗜
好
品
か
ら
進
み
、
読
者
の

関
心
を
呼
び
込
も
う
と
す
る
。
第
三
話
の
表
題
は
「
晩
酌
は
い
つ
始
ま
っ
た
？
」
と

し
て
、
筆
者
も
気
に
な
る
話
題
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
は
、
縄
文
時
代
は
も
と
よ
り

中
世
で
は
神
事
の
盃
事
で
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
あ
る
程
度
普
及
す
る
も
の
の
、
基

本
的
に
は
明
治
以
降
の
徴
兵
制
の
後
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
が
し
か
し
、
第
四
・
五

話
で
は
貧
乏
徳
利
や
コ
ン
プ
ラ
瓶
の
話
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
相
当
の
「
呑
み
助
」

が
い
た
こ
と
を
匂
わ
せ
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
や
メ
タ
ボ
に
悩
む
現
代
人
の
思
考
回
路

は
、
案
外
江
戸
時
代
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
考
古
学

は
、
酒
を
飲
む
器
を
探
し
な
が
ら
、
各
時
代
の
社
会
構
造
や
人
々
の
精
神
構
造
を
探

求
し
て
ゆ
く
学
問
の
一
面
を
み
せ
る
。
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第
一
○
話
以
降
は
、
墓
・
飢
饉
・
ア
イ
ヌ
と
い
う
言
葉
が
二
○
話
ほ
ど
続
き
、
考

古
学
の
方
法
論
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
民
俗
学
・
文
献
史
学
・
人
口
学
・
民
族
学

・
生
物
学
・
植
物
学
な
ど
多
分
野
の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
た
内
容
と
な
る
。

特
に
、
墓
は
考
古
学
の
独
壇
場
で
あ
る
。
現
代
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
で
あ
る
、

墓
に
墓
石
の
あ
る
風
景
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
一
般
的
に
な
る
の
で
あ
っ
て
（
第
一

五
話
）
、
縄
文
時
代
か
ら
古
代
・
中
世
ま
で
は
再
葬
・
土
葬
・
火
葬
な
ど
の
多
様
な

形
態
が
存
在
し
（
第
一
○
話
）、
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
特
殊
な
葬
制
（
第
一
三
話
）、

大
名
家
の
墓
の
あ
り
方
（
第
一
一
・
一
二
話
）
、
副
葬
さ
れ
る
六
道
銭
か
ら
は
、
蝦

夷
錦
と
同
じ
よ
う
に
北
回
り
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
清
朝
銭
が
渡
来
し
た
可
能
性
を
推
測

（
第
一
四
話
）
す
る
な
ど
、
生
々
し
い
発
掘
資
料
を
提
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
歴
史
研
究
者
が
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
過
去
と
現
在
そ
し
て
未
来

へ
の
視
座
に
対
し
て
は
傾
聴
す
べ
き
点
は
多
い
。

た
と
え
ば
、
飢
饉
に
よ
る
人
口
減
少
を
現
代
社
会
の
少
子
化
と
関
連
さ
せ
（
第
一

六
話
）
、
日
本
人
の
改
革
好
き
（
最
近
の
小
泉
改
革
か
？
）
の
一
面
を
と
ら
え
、
弘

前
藩
に
お
け
る
乳
井
貢
を
中
心
と
し
た
宝
暦
改
革
で
は
飢
饉
に
も
死
者
ひ
と
り
も
出

さ
ず
と
い
う
「
伝
説
的
な
改
革
」
と
の
不
一
致
を
、
ま
さ
に
旧
市
浦
村
の
湊
迎
寺
過

去
帳
か
ら
現
出
（
第
一
九
話
）
し
、
飽
食
の
時
代
に
は
無
縁
と
思
わ
れ
て
い
た
「
飢

饉
」
の
話
（
第
二
○
～
二
四
話
）
も
昨
今
の
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
食
料
自
給
率

低
下
か
ら
現
実
的
問
題
と
な
り
そ
う
な
恐
怖
感
を
覚
え
、
さ
ら
に
は
日
本
を
単
一
民

族
国
家
と
認
識
す
る
こ
と
へ
の
批
判
（
二
五
話
）
な
ど
、
痛
快
で
あ
り
な
が
ら
ど
こ

か
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
利
い
て
く
る
歴
史
的
格
言
を
み
る
思
い
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
執
筆
の
方
向
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
「
定
説
」
の
見
直
し
へ
と
向
け

ら
れ
る
。
弘
前
藩
成
立
時
に
お
け
る
大
浦
氏
（
津
軽
氏
）
関
連
の
城
館
が
移
動
（
遷

移
）
し
て
い
る
問
題
は
、
従
来
の
種
里
城
→
大
浦
城
→
堀
越
城
→
弘
前
城
と
い
う
連

続
的
な
も
の
で
な
く
、
出
土
陶
磁
器
の
年
代
観
か
ら
種
里
―
大
浦
、
大
浦
―
堀
越
の

二
城
体
制
も
存
在
し
た
と
の
提
言
（
第
三
三
・
三
四
話
）
は
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
城
館
が
地
域
支
配
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
経
済
的
・
文
化
的
な
防
衛

拠
点
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
下
克
上
を
当
然
と
す
る
戦
国
の
世
に
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
津
軽
（
北
日
本
と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ

な
い
）
に
お
い
て
は
、
戦
国
期
に
な
っ
て
も
本
拠
の
城
館
に
対
す
る
防
衛
拠
点
で
あ

る
「
山
城
」
を
構
築
し
な
か
っ
た
豪
族
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
防
御
に
無
頓
着
な
地

域
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
大
浦
為
信
の
示
し
て
い
る
本
拠
二
城
体
制

は
、
戦
国
社
会
を
意
識
し
た
結
果
と
み
ら
れ
、
こ
の
考
え
方
を
経
ず
し
て
津
軽
は
近

世
に
移
行
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
誠
に
示
唆
に
富
む
分
析
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、
つ
が
る
市
館
岡
に
建
設
さ
れ
た
亀
ヶ
岡
城
の
再
検
討
（
第
三
六
話
）
、
ア

イ
ヌ
社
会
を
容
認
し
た
旧
体
制
派
（
安
藤
・
浪
岡
・
南
部
氏
）
に
対
し
、
近
世
大
名

へ
の
し
上
が
る
津
軽
氏
は
ア
イ
ヌ
社
会
と
対
峙
し
、
異
民
族
支
配
に
並
々
な
ら
ぬ
力

を
注
い
で
い
る
が
、
そ
の
動
態
は
旧
体
制
派
の
城
館
か
ら
出
土
す
る
ア
イ
ヌ
文
物

（
骨
角
器
・
ガ
ラ
ス
・
鐔
の
鋳
型
な
ど
）
に
対
し
て
、
津
軽
氏
側
の
城
館
に
は
ア
イ

ヌ
文
物
が
一
点
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
と
す
る
（
第
三
一
・

三
二
話
）。
こ
の
箇
所
は
、
読
み
応
え
十
分
で
あ
る
。

私
の
よ
う
に
、
津
軽
に
生
ま
れ
、
津
軽
で
育
ち
、
津
軽
か
ら
出
た
こ
と
が
な
い
人

間
に
と
っ
て
津
軽
家
・
弘
前
藩
は
、
郷
土
愛
を
示
す
対
象
で
あ
り
、
冷
静
に
歴
史
的

分
析
の
対
象
と
す
る
に
は
ど
こ
か
は
ば
か
れ
る
、
精
神
的
呪
縛
の
中
に
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
、
弘
前
大
学
に
赴
任
し
て
七
年
を
経
過
し
た
関
根
さ
ん
は
、

そ
の
よ
う
な
「
シ
ガ
ラ
ミ
」
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
青
森
」
や
「
津
軽
」「
下
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北
」
「
南
部
」
を
冷
静
な
視
点
で
見
定
め
、
現
在
は
さ
ら
に
「
蝦
夷
地
」
「
サ
ハ
リ

ン
」「
大
陸
」
ま
で
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
ら
し
い
。

前
記
の
話
は
、
関
根
さ
ん
が
貫
い
て
き
た
研
究
ス
タ
イ
ル
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

第
四
○
話
以
降
は
、
北
海
道
と
の
関
連
も
強
く
出
て
く
る
。
下
北
風
間
浦
村
易
国

間
の
大
石
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
「
福
山
城
春
望
之
図
」
絵
馬
（
第
四
〇
話
）
、
松
前

町
法
源
寺
に
葬
ら
れ
た
北
方
警
備
の
弘
前
藩
兵
（
第
四
一
話
）
、
蝦
夷
錦
の
話
（
第

四
二
話
）
、
海
峡
を
越
え
た
土
器
の
交
流
（
第
四
三
話
）
な
ど
、
関
根
さ
ん
自
身
が

実
見
し
、
新
た
に
発
見
し
た
資
料
を
使
っ
て
執
筆
し
て
い
る
。
新
た
に
発
見
し
た
資

料
は
、
関
根
さ
ん
の
審
美
眼
の
な
せ
る
業
で
も
あ
る
し
、
モ
ノ
に
対
す
る
強
い
こ
だ

わ
り
の
所
以
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
鰐
の
周
辺
に
み
ら
れ
る
経
塚
と
仏
教
文
化
（
第
三
八
・
三
九
話
）
、
平

安
時
代
の
瑞
花
双
鳥
八
稜
鏡
（
第
四
五
話
）
、
む
つ
市
大
畑
の
大
安
寺
出
土
の
一
字

一
石
経
（
第
四
七
話
）、
亀
ヶ
岡
遺
跡
と
佐
藤
蔀
（
第
五
〇
話
）、
是
川
遺
跡
と
泉
山

兄
弟
（
第
五
一
話
）、
馬
の
絵
の
あ
る
土
器
（
第
五
三
話
）、
最
北
の
須
恵
器
窯
（
第

五
四
話
）
、
縄
文
の
赤
の
素
材
で
あ
る
ベ
ン
ガ
ラ
（
酸
化
鉄
）
（
第
五
五
話
）
、
蝦
夷

の
「
か
な
ま
り
」（
第
五
六
話
）、
つ
が
る
市
（
旧
車
力
村
）
に
あ
る
高
山
稲
荷
神
社

の
神
様
た
ち
（
第
五
七
・
五
八
話
）
、
悪
戸
焼
（
第
五
九
話
）
な
ど
、
一
つ
一
つ
の

話
の
中
に
青
森
県
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
基
本
的
な
問
題
点
を
取
り
込
ん
で
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
文
化
財
は
先
人
の
遺
産
（
第
六
〇
話
）
で
終
息
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
関
根
さ
ん
は
、
青
森
の
よ
う
に
都
か
ら
離
れ
辺
境
と
呼
ば
れ
て
い
た
地

域
は
、
近
年
の
歴
史
学
で
は
境
界
領
域
と
み
な
さ
れ
、
異
な
る
民
族
・
国
家
を
つ
な

ぐ
独
自
の
文
化
が
見
直
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
三
内
丸
山
遺
跡
な
ど

の
世
界
遺
産
登
録
に
進
む
社
会
の
動
き
に
対
し
て
、
「
大
切
な
文
化
財
を
食
い
つ
ぶ

す
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
警
鐘
を
な
ら
す
。

さ
て
、
関
根
さ
ん
が
語
り
か
け
た
話
の
基
礎
は
、
弘
前
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
各

誌
に
発
表
し
た
論
文
や
学
生
と
と
も
に
ま
と
め
た
研
究
報
告
で
あ
る
。
巻
末
に
一
○

頁
を
さ
い
て
参
考
文
献
を
載
せ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
関
根
さ
ん
の
執
筆
し
た
も

の
で
あ
り
、
研
究
者
と
し
て
の
真
骨
頂
を
発
揮
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
関
根
さ

ん
の
行
動
範
囲
の
広
さ
に
は
脱
帽
で
あ
る
。
地
元
の
研
究
者
で
も
本
書
の
話
題
と
な

っ
た
遺
跡
や
神
社
・
寺
院
・
墓
地
・
資
料
館
・
収
集
家
宅
な
ど
の
す
べ
て
に
足
を
運

ん
だ
人
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
関
根
版
青
森
歴
史
研
究
ノ

ー
ト
で
あ
り
、
研
究
の
軌
跡
を
た
ど
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
冊
子
で
も
あ
る
。

た
だ
お
し
む
ら
く
は
、
新
聞
に
出
た
カ
ラ
ー
図
版
が
表
紙
カ
バ
ー
以
外
に
な
く
、

白
黒
写
真
に
変
更
し
て
い
る
た
め
、
モ
ノ
の
臨
場
感
に
迫
力
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、

と
て
も
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
無
明
舎
出
版
側
の
手
落
ち
で
あ
ろ
う
か
、
誤

植
が
各
所
に
認
め
ら
れ
る
。
一
三
頁
の
「
多
民
族
藩
」
が
「
他
民
族
藩
」
、
一
八
三

頁
の
「
第
五
一
話
」
は
本
来
「
五
〇
話
」
、
一
九
四
頁
の
「
八
一
話
」
は
本
来
「
五

三
話
」、
表
紙
カ
バ
ー
の
名
前
は
「S

e
k

in
e

T
atsu

h
ito

」
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。

二
版
に
お
け
る
訂
正
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
関
根
さ
ん
は
新
聞
に
執
筆
を
始
め
た
時
、
筆
者
に
対
し
て
「
文
章
の
勉

強
の
た
め
に
…
」
と
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
ウ
エ
ッ
ト
に
富
ん
だ
文
章
、
歯
に

も
の
着
せ
ぬ
辛
ら
つ
な
社
会
批
判
、
平
易
な
中
に
も
明
解
な
論
理
、
そ
し
て
豊
か
な

歴
史
描
写
は
、
一
年
半
の
執
筆
期
間
に
稔
り
豊
か
な
穂
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
四
六
判
、
無
明
舎
出
版
、
二
〇
〇
八
年
八
月
刊
、
価
格
一
七
八
五
円
）

（
く
ど
う
・
き
よ
ひ
と

青
森
市
史
編
さ
ん
室
長
）


